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論文内容の要 旨

〔目的〕

正常妊婦尿中ヒト繊毛性ゴナドトロビンと，紙毛性腫蕩患者尿中のそれとが同一物質か，又は，

類似物質であるかは，現在まで，免疫学的または生化学的研究により多くの報告がなされている

が，なお定説がない。著者はまず，免疫学的な面から，乙の問題を検索せんとした。まず第ーに，

解決せねばならない問題は， HCG 物質と HCG 抗血清との抗原抗体反応にもとずく，沈降物質

が果して生物学的活性をもった HCG とその抗体との聞に生じた抗原抗体反応物質であるかどう

かという事である。 Hamashige らはかかる沈降物は，妊婦尿中に混在すると乙ろの， HCG 活性

を欠く妊娠蛋白に由来する産物であって， HCG そのものは沈降抗体および血球凝集抗体を作ら

ず生物学的活性の中和抗体のみを作ると報告した。乙れが事実ならばゲノレ内沈降反応を用いて，

HCG の抗原性を究明することは不可能となってくる。そこで著者は， まずこの問題の解明を行

なったうえでゲノレ内沈降反応，免疫電気泳動法，生物学的活性中和実験， Sephadex G-I00 によ

る HCG 抽出物の分画等により，正常妊婦尿中 HCG と，繊毛性腫蕩患者尿中 HCG の異同につ

いて検索した。

〔方法〉

正常妊婦および繊毛性腫凄患者尿よりカオリン吸着による部分精製 HCG を採取し，乙れを家

兎に免疫して抗 HCG 血清を得，小児尿蛋白， ヒト血清による吸収抗日CG 血清を使用した。

1 HCG- 抗 HCG 、沈澱物に glycine-HCl buffer (pH 2.5) を加え， 更に家兎 7Sr グロプリ

ンを指示蛋白として加えた後 Sephadex G-I00 にて分画を行なった。 J各分画の免疫学的測定

には羊赤血球凝集阻止反応を，生物学的活性測定には，幼若ラット卵巣重量法を用い，蛋白量

測定には分光光度計 280mμ 吸収で行なった。
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2 正常妊婦尿および紋毛性腫療患者尿のそれぞれ HCG 物質を抗原とし，それらの対応する濃

縮吸収抗 HCG 血清を抗体として用いゲノレ内沈降反応，免疫電気泳動法を行なった。更にそれ

ぞれ抗原および抗体混合法によって，同定の確実化につとめ，更に HCG 活性中和実験による

検討を加えた。

3 粗製 HCG を Sephadex G-I00 により分画し， 各分間の免疫学的活性を羊赤血球凝集阻止

反応で，蛋白量測定を分光光度計 280mμ 吸収で行ない比較検討した。

〔結果〕

1 pH 2.5 で HCG- 抗日CG の洗澱物の解離を試み Sephadex G-I00 にて分画した結果，

HCG 活性をもっピークと，蛋白量のピークが別れて得られ， HCG- 抗日CG 血清の沈澱物か

ら， HCG を解離する事が出来た。

2 濃縮吸収抗正常妊婦 HCG を抗体として用い，正常妊婦 HCG および繊毛性腫蕩患者 HCG

を抗原としてゲソレ内沈降反応，免疫電気泳動法を行なうと，それぞれに主沈降帯と faint line 

が出現し，互に完全に陥合した。又抗体として濃縮吸収抗紙毛性腫疹患者 HCG を用いた場合

も，又抗原および抗体それぞれの混合法を用いた場合も同様の結果を得た。生物学的活性中和

抗体に正常妊婦 HCG と紙腫 HCG で差異のない事が明らかとなった。

3 正常妊婦尿rl' HCG および純毛性脂癒忠者尿 11:1 HCG の Sephadex G-I00 による分間につ

いては，免疫学的活性を示すピースが正常妊姉のそれは 1 つであるのに反し，紋毛性腫療患者

では，更に遅れて分阿されるところの生物学的活性を持たないで抗原性のみを交文する今 1 つ

のピークが得られた。これは本来の HCG が変化をうけ小さい分子に切られて生物活性を失っ

たものかあるいは紋腫に特異的に産生されたものかは不明であるが正常妊娠に証明されがたい

物質が認められた。

〔総括〕

1 HCG- 抗 HCG の抗原抗体反応による沈降物から生物学的活性を持つ HCG を解離する事

が出来， HCG はその抗体との聞に沈降物を作る事を直接的に証明した。

2 正常妊婦尿中 HCG は紋毛性腫蕩患者尿中 HCG と免疫学的に同一性格を持っている。

3 絞毛性腫蕩患者尿中には Sephadex G-I00 による分画で正常妊婦尿中にほとんど証明され

がたい HCG の免疫学的活性を有する物質の増加を認めた。

論文の審査結果の要旨

本研究は，これ迄明確にされていなかった紋毛性ゴナドトロビン (HCG) とその抗血清による

沈降物形成を直接的に証明し， HCG の抗原解析や免疫学的測定に有力な根拠を提供した。又正

常妊婦尿中 HCG と紋毛性腫凄患者尿中 HCG が抗原的に差異が認められないことを免疫学的

に証明し， 正常妊婦抗 HCG 血清を用いて紋毛性腫湯患者尿中 HCG 量を免疫学的にも在確に

測定して誤りのないことを実験的に証明することにより，紙毛性疾患の診断と治療に極めて有力

な根拠を与える論文として価値あることを認める。
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